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C O N T E N T S

高砂香料は、香料技術の最先端の研究を続けてまいりました。
テクノロジーを通じて、生活にうるおいをもたらす香料を創り出しています。
人や社会、地球環境との調和を図りつつ、香料やファインケミカル分野の
製品で、お客様、株主・投資家の皆様、お取引先、従業員等、
「ステークホルダー」とともに成長する企業を目指します。

テクノロジーを通じて、
豊かな生活づくりに貢献します。

　昨年度より従来の「環境報告書」を発展させ
た「社会・環境報告書」の発行を開始致しました。
環境に対する取り組み、社会や従業員とのかか
わりについて、わかりやすくご理解いただける内
容を目指しております。
　昨年の報告書については、一般の方々へのア
ンケートを実施、その評価を掲載させていただ
くとともに、いただいたご意見を紙面に反映する
よう心がけました。
　今後も、活動内容の検証・改善を図り、発信・
報告方法とあわせ継続的に改善してまいります。

　各種古典技法を総合的に用いた蒔絵技法により、明快な意匠を現代
風に表現している蒔絵の人間国宝、田口善国の作品。
　六角形をした香炉で側面の部分に交互に紅蘭の花と葉を表現してい
る。紅蘭の花の部分をあわび貝の切り貝と金銀の平目粉を置いて表し、
草の部分は緑漆の色漆を交えて金蒔絵で表現している。
　香炉の火屋と灰を入れる部分は銀製として、香煙の透かしの穴も紅
蘭の葉の流れに合わせて田口善国の統一したデザインとなっている。火
屋の表面は金メッキをし、つや消しをした落ち着いたものとなっており、
金工の人間国宝増田三男の制作である。

　高砂香料は、1920年創立
以来、「香りで新しい価値を
創造する」̶ その思いを繋い
で最先端の研究と開発を続
け、革新的で価値ある製品
を創り出してきました。皆様
の暮らしを支え、寄り添う、
そして豊かな時間のための一
助を担う企業でありたいと考
えています。また、安全・安
心で、心地よく過ごすことが

できる持続可能な社会の実現に力を注いでいきます。
　香りの文化は、古代から現代へと脈 と々続き、その道具も
発展してきました。本年度は、日本の伝統文化を継承した平
成につくられた香炉を表紙に選びました。

編集方針

表紙について

「花の薫」切貝蒔絵香炉 田口善国作　平成　H11cm　W12cm

対象期間
2012年4月～2013 年3月（一部最新のデータを含む）

対象組織
高砂香料工業株式会社およびグループ会社

実績データ集計範囲
2012年4月～2013年3月

参考にしたガイドライン
GRIガイドライン

次回発行時期
2014年10月を予定

高砂香料グループ　会社概要

トップメッセージ　　　　　　　　　　　　

特集
「安全・安心」を第一にかかげ、
管理体制の強化を推進

暮らしをより楽しく、より豊かに

CSRマネジメント

高砂香料グループの
EHS100（中長期計画）の取り組み　

社会性報告　　

環境報告

製造拠点・事業所での活動報告

高砂香料グループの「社会・環境報告書2012」に
関するアンケート結果について　　　　　　　　
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米　州
従業員数

売 上 高

主要事業 フレーバー／
フレグランスの製造・販売
およびアロマケミカル／
ファインケミカルの販売

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

611名
209億円
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売 上 高

主要事業 フレーバー／フレグランス／
アロマケミカル／
ファインケミカルの製造・販売
および不動産賃貸／
ほかサービス業

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

1,436名
699億円
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※12年度＝13年3月期

業績ハイライト

会社概要

アジア-パシフィック※
従業員数

売 上 高

主要事業 フレーバー／
フレグランスの製造・販売
および
アロマケミカルの販売

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

511名
149億円

※アジア-パシフィック：アジア太平洋地域
　（Asia Pacific）

EMEA※
従業員数

売 上 高

主要事業 フレーバー／フレグランス／
アロマケミカルの製造・販売

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

460名
132億円

※EMEA:ヨーロッパ、中東およびアフリカ
　　（Europe,the Middle East,and Africa）

高砂香料グループ  会社概要
高砂香料グループは、高砂香料工業、子会社32社および関連会社2社を有し、
世界26の国と地域において、フレーバー、フレグランス、アロマケミカル、ファインケミカルの製造・販売を
主な事業内容とし、さらに各事業に関連する研究開発も進めております。 2013年3月現在

会 社 名
本 社
設 立
資 本 金
従業員数

高砂香料工業株式会社
〒 144-8721東京都大田区蒲田 5丁目 37番 1号
1920（大正 9）年 2月 9日
92億円
高砂香料グループ　3,018名 ／ 高砂香料工業（単体）　1,026名

TAKASAGO INTERNATIONAL CORPORATION

Flavors
フレーバー

Aroma
Chemicals

アロマケミカル

Fragrances
フレグランス

Fine
Chemicals

ファインケミカル

高砂香料グループの４つの事業



高砂香料工業株式会社  代表取締役社長

　2013年4月10日に発生しました平塚工場の火災事故で
は皆様に多大なるご迷惑をおかけし、心からお詫び申し上
げます。このたびの火災事故をしっかり検証し、再発防止
の徹底を全力で実施するとともに、従業員の安全意識の醸
成と安全文化の形成を図ってまいります。
　そして高砂香料グループはこれまで以上に社会への貢献
に努め、地域住民の皆様、近隣企業、お取引先の皆様、
その他多くの関係者の皆様から信頼される企業を目指し、
全力で取り組んでまいります。

グローバルでの事業基盤を強固にするとともに、
香料業界のリーディングカンパニーとして、
ステークホルダーの皆様との調和を大切にし、
より社会から信頼される企業への変革を目指してまいります。

[  top  message  ]

グローバル全生産拠点におけるISO14001統合認証と
FSSC22000認証でトップクラスの香料会社を目指します

　高砂香料グループは1920年の創業以来、「技術立脚の精
神に則り社会に貢献する」を企業理念に掲げ、環境保護や
地域社会への貢献、そして安全・安心な製品の供給を第一に、
香料業界のリーディングカンパニーとしてグローバルに事業
を展開してまいりました。また、信頼される企業としてコン
プライアンスの徹底、リスクマネジメントの強化などに努め
るとともに、人々 の健康と安全を守り、地球環境の保全に貢
献するための「EHS宣言」を2008年に発表いたしました。
　現在、高砂では 2020年の創立100周年に向け、グルー
プ一丸となって中長期計画「EHS100」に取り組んでいます。
フェーズ Iの最終年度である2011年度は、グローバル生産
拠点におけるISO14001統合認証取得を完了しました。さ
らに、日米欧亜4 極の「EHS管理統括責任者」を中心に、
「EHS100」に沿って環境・衛生・安全面の活動強化に注力
してきました。
　フェーズⅡを迎えた2012年度からは、グローバル・グルー
プの食品工場におけるFSSC22000の認証取得が進行中です。

危機対応の経験を生かし、
事業基盤を固め社会の期待に応えてまいります

　環境対応をはじめ、社会の公器として企業活動の経済面、
環境面、社会面それぞれを追求してきた当社グループです
が、本年は国内主要工場の火災事故という最大の困難に直
面いたしました。
　この難局にこれまで対応して来られたのは、従業員の現
場の力はもとより、業界をはじめ周りの皆様方のご支援と
ご協力があったからこそであり、厚く御礼申し上げます。平
時に備え、日頃からさまざまな部分でステークホルダーの
方 と々良き関係を築いておく事の大切さを改めて認識いたし
ております。
　一方、事業環境については、国内市場では香りを消費者
に訴求した製品ニーズの増加など香料の社会的貢献度が高
まってきており、当社グループの海外展開においては、新興
市場の事業が順調に伸長し、またマダガスカルのバニラフ
レーバー製造拠点の設立など天然原料の確保も着実に進ん
でおります。
　こうしたグローバルでの事業基盤も固め当社自身がサス
テナブルな企業になっていかなくては社会の期待に応えら
れません。これらの一つひとつの施策、チャレンジ、努力の
積み重ねが、社会と共存できるより良い企業風土へ当社自
身を導くことになると考えております。

企業風土を見つめ直し、
より信頼される企業への変革を推進します

　火災事故を受けて生産体制の再整備や信頼回復への取り
組みは未だ進行中ではありますが、改めて当社の課題を認
識し、企業風土を見つめ直す機会でもあると考えています。
一方で、長きに渡り高砂の高い技術力が世の中から評価さ
れ貢献して来られたのは、「真面目さ」という当社ならでは
の企業姿勢・風土がそれを支えてきたからであります。
　当社グループにとっては、今、この厳しい環境の中で、改
めて、私たちの良き風土・文化を再認識すると同時に、慢
心があればそれを戒め、積極的に外部のご意見に耳を傾け、
より社会から信頼される企業への変革を推し進めていかな
くてはなりません。
　サステナビリティを追求していく上で、こうした課題を乗
り越え、意識改革や体制の再整備を進める事は必須の通
過点でもあり、引き続きステークホルダーとの調和を大切に
し、広く社会全体のQOLの向上につながるような製品を開
発し続けてまいります。
　今後も高砂は、グローバル企業として持続的な成長と発
展に努め、皆様のご要望やご関心に的確にお応えできる透
明性の高い健全な経営を目指してまいります。
　皆様には、より一層のご指導・ご支援を賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。　
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「安全・安心」を第一にかかげ、
管理体制の強化を推進

平塚工場火災事故について
　2013年４月10日（水）午前 11時４分、高砂香
料工業平塚工場にて火災事故が発生いたしました。
　本事故による人的被害はなかったものの、近隣
にお住まいの皆様、近隣企業の皆様、お客様をは
じめとする多くの皆様に、多大なご迷惑とご心配を
おかけいたしましたことを深くお詫び申し上げます。

　高砂香料グループでは、事故発生後に速やかに事故再
発防止委員会を立ち上げ、事故に至った経緯を明らかにし、
事故原因の究明、原因に基づく緊急対策案の策定、恒久的
な再発防止策の策定の提言を進めました。
　事故再発防止委員会では、第三者機関としてDNVビジ
ネス・アシュアランス・ジャパン株式会社の参画協力をいた
だき、さらに、事故原因の特定、検証と当該事故再発防止
策策定については公益社団法人 産業安全技術協会に、専門
的な知見をもとに確認いただきました。

　社外の専門機関の知見をもとに事故原因の究明を進めた
結果、着火の原因は、静電気放電による火花が小分け作業
中であった酢酸エチルの蒸気（可燃性混合気）に引火したこ
とによる可能性が高いことが判明いたしました。移動により
帯電した運搬用台車の静電気放電が引き金であり、作業者
が台車と接触したことにより火花が発生したと推測され、そ
れが充填中に発生した可燃性混合気を通じて小分け容器に
引火したと考えられます。　

発生日時    ：2013年 4月10日(水 ) 午前 11時 04分
発生場所     ：平塚工場内 フレーバー製造棟 2階
被災者　     ：なし
被害状況　：鉄筋コンクリート３階建て（延べ床面積 6316㎡ ）全焼
作業内容     ：歯磨き用香料の調合
事故の概要 ：　
　酢酸エチルをドラムからステンレス容器に小分けをする作業中に出火しました。出火後床面に広く燃焼が拡散し、周囲に保
管されていた原料等の可燃物が次々に燃焼。長時間にわたる火災となりました。
　当局による周辺の道路封鎖、半径400m以内にお住まいの方々に自主避難の呼びかけが行われました。出火から6時間
後鎮圧、17時間後鎮火を確認しました。

1. 火災を発生させないための対策
作業エリアでは、絶対に裸火を出さないことを鉄則とした、以下の対策を徹底してまいります。
① 徹底した不導体の帯電防止
② 設備の改善および運用による静電気着火性放電の除去
③ 燃性蒸気・粉塵の拡散防止
④ 安全な作業手順の確立および運用の徹底
⑤ 静電気、危険物、関係法令の教育と作業手順の理解および実践
⑥ 火災リスクアセスメントの実施

2. 火災を拡大させないための対策
危険因子の特定と封じ込めを確実に行うことを鉄則とした、以下の対策を徹底してまいります。
① 消火設備の配置を含めた見直し
② 着火直後に火炎を遮断できる構造、仕組みの検討
③ 職場毎の初期消火シミュレーションの実施
④ 作業エリア内のレイアウト、動線の見直し
⑤ ハザードマップの作成、維持、更新と通報訓練の充実

３．早急に対応を要する対策
事故発生後からの緊急対策としては、特に以下の3点について高砂グループ全体に対して行っています。
① 適切なアースおよびボンディングによる静電気の確実な制御（絶縁した導体を作らない）
② 燃性混合気の生成の極小化
③ 作業者の着衣、素材等への対策

４．恒久的な対策
人材の育成、教育、啓発および安全への対策を今まで以上に重視した組織体制の構築を推進してまいります。
① 現状の組織体系を見直し、高砂香料グループ全体を網羅的に管理できる、安全管理を統括する部門を設置し、十分な人員配置のもと安全管
　 理徹底のための強い権限と責任を通して機能強化を図り、グループ間での組織横断的な情報の把握、伝達が行えるようにする。
② 安全対策の見直しと事故の反省に重点をおくため、安全日等に外部専門機関によるフォローアップ検証や安全教育を実施する等、安全操業に  
　 関する全社員への啓発を定期的に行う。

5. 再発防止策の展開
事故再発防止委員会が高砂グループ全工場での説明会を実施し、現場での対応状況の確認を行っており、各工場での再発防止対策の進行状
況と、工場間での情報の共有を図っております。

　当社では事故発生直後より、従業員の安全確保と近隣にお住まいの皆様への影響の最小化を第一に考え、関係ご当局の
指導を仰ぎつつ早期の事故沈静化に努めました。また、事故再発防止委員会を発足させ事故原因の究明と再発防止策の策
定に努めてまいりました。

2013 年 4月10日（水）
　　　　　11：04　　火災報知器が発報。直ちに自衛消防隊の編成を指示し、119番通報。
　　　　　11：10　　自衛消防隊による消火活動を開始。
　　　　　11：15　　工場内のすべての施設・設備の緊急停止完了確認。
　　　　　11：40　　消防署が消火活動を開始。
　　　　　　　　　　危機管理対策本部設置。
　　　　　 17：30頃　消防署により鎮圧確認。

　　　　４月11日（木）
　　　　　 4：11 　　消防署による鎮火確認。

　　　　4月１７日（水）
　　　　　事故再発防止委員会発足。

　当社グループでは、安全・安心を第一に取り組ん
でまいりましたが、このような事故を起こしてしまい
ましたことに、改めて深くお詫び申し上げます。今
回の事故の重大さを真摯に受け止め、適正に対処
し皆様の信頼を回復してまいりたいと存じます。

火災事故の概要

■ 事故原因と再発防止策
事故再発防止委員会

再発防止策

事故原因

事故の概要

事故発生からの経過報告

上記対策を基本とし、各工場の作業環境に応じた再発防止策を検討し、実施してまいります。

特 集
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　高砂香料工業株式会社 平塚工場において2013年 4月10
日に発生した火災事故に対する再発防止のための委員会に、
DNVビジネス・アシュアランス・ジャパン株式会社より2名の
監査員がオブザーバーとして参加し、計3回の会合に出席いた
しました。弊社が参加したのは、事故再発防止委員会での議
論の透明性を担保するためでした。会合では、既に開始されて
いた技術専門家による出火原因の特定と検証の経過及び暫定
的な結論が事故再発防止委員より説明されました。
　また、平塚工場にて他の製造拠点、研究所の幹部社員も参
加して、火災発生や拡大に至った経緯について、科学的・技術
的な側面ばかりでなく、安全操業や防災に対する文化的な側面
についても自由かつ活発な意見交換を行う機会がありました。
ここでは、再発防止のための全社を挙げた真剣な取り組み姿

てまいります。それらを推進する上では人材の育成も重要
な課題であり、教育・啓発を通して安全文化の醸成を図っ
てまいります。
　火災事故を通して、今まで社内では見え難くなっていた
さまざまな問題を改めて意識する機会にもなりました。今
後の安全体制の整備にあたっては社内の常識にとらわれず
外部のノウハウ・見識も活用していきたいと考えています。
　また、現在、西日本において新工場（広島県三原市）の
建設計画を進めていますが、最新の香料生産ノウハウを取
り入れた理想的な工場を目指しており、意識改革とも合わ
せて、高いレベルでの安全・衛生・環境対応を実現する高
砂グループの模範工場としての機能を担ってまいります。

　安全対策と同時に組織・企業風土面にも踏み込んで体制
整備を図っていかなければなりません。グローバル市場で
事業展開を図る香料会社の中で最も信頼される企業を目指
し、組織体制の強化、意識改革の徹底、人材育成と活用を
通して活力ある企業風土にしていきたいと考えています。
　当社グループは、これまで以上に社会への貢献に努め、
地域住民の皆様、近隣企業、お取引先の皆様、その他多く
の関係者の皆様の信頼を取り戻すべく、グループ全員が一
丸となり、強い意志と決意、そして不断の努力をもって信
頼される企業を目指し、全力で取り組んでまいります。　

「安全・安心」を第一にかかげ、管理体制の強化を推進 ／ 平塚工場火災事故について

　今回の事故では皆様に多大なるご迷惑をおかけし心からお
詫び申し上げます。
　当社はこれまで安全・安心を第一に事業活動に取り組んで
まいりましたが、それでも防げなかった火災事故をしっかり検
証し、一層の意識改革とより効果的な安全対策を推進するこ
との必要性を強く感じています。

　今回の事故を教訓として、再発防止対策の徹底と同時に、
根本的な意識改革を進め安全意識の強化に取り組んでまい
ります。ヒヤリハット事例などの情報の一元管理や身近な
事故防止策を着実に進め、改めて安全意識の啓発にも努め

安全体制の
再構築に向けて

■ 安全体制の強化に向けて

■新工場の建設

 第三者機関のご意見ーDNVビジネス・アシュアランス・ジャパン株式会社

今回の事故を振り返って

安全体制の強化に取り組む基本的なスコープ

方向性

● 基本的スコープに組織横断的に取り組み、会
　 社全体でPDCAを高次元に展開し、安全体
　 制の高度化を目指す。

● 第三者監査も有効に活用しながら安全体制の
　 強化を図っていく。

高砂香料工業株式会社における工場火災事故再発防止対策について

信頼される企業を目指して

今後の取り組み

高砂香料工業　
常務取締役

松本 裕幸

当社グループは、生産体制の再構築を進めており、以前より検討してきたグループ全体のBCP（事業継続計画）と生

産の効率化を推進するために、西日本に新工場を建設いたします。

新工場においては、生産拠点の分散化を図るだけでなく、同地域における生産から配送までの物流の効率化と最新設

備による高い生産性を通して顧客満足度の向上を目指してまいります。

またグループを上げて安全体制の再整備を進めて行く中で、新工場においても高度な安全性を追求するとともに、環

境対策等を総合的に考慮した、高いレベルでの安全・衛生・環境対応を実現してまいります。

【工場概要】（2013年9月時点）
（1）　所在地： 広島県三原市沼田西町惣定247番94 
（2）　主な事業内容： 香料の製造
（3）　事業開始時期：2015年前半（予定）
（4）　工場の概要
　　・敷地面積：50,050㎡
　　・施設内容：フレーバー等の生産設備及び物流施設等
　　・生産能力：約3千トン（操業開始時の予定）

特 集

勢が感じられました。特に印象的であったのは、最も重視して
いるリスクが製造拠点間で必ずしも一致していないことやリス
ク認識を共有する際の障害となる工場文化の壁がいつの間に
か形成されてしまったという点に参加者の話が及び、今回の事
故の根源的な原因を感じ取っていたことは印象的でした。
　各種監査を通じて多くの企業に接していると、同じ企業でも
拠点によるリスク認識の違いがいつの間にか大きくなっている
事例があることをしばしば経験しますが、企業として共通かつ
リーズナブルなリスク意識のレベルを設定する重要性を今回あ
らためて実感いたしました。
　高砂香料が、今回の事故から得られた重要な教訓を、平塚
工場以外の工場にも展開し、効果的な災害予防策を構築され
ることを期待しております。

安全
管理

防火
管理

衛生
管理

環境
保全

活動結果

予算

方針

目標

ポリシー

事務所

本部

TOP

職   場

P

C

DA
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暮らしをより楽しく、より豊かに

薬

衣料用洗剤
柔軟剤

ヨーグルト
菓子パン
ドレッシング
カップラーメン

アイスクリーム
ポテトチップス
チョコレート
缶コーヒー

スポーツドリンク

たれ
つゆ

シャンプー

ルームフレグランス

化粧水
乳液
コロン
ハンド
クリーム
口紅

洗顔石鹸
歯磨き粉
マウスウォッシュ

近年、香りが長く続く柔軟剤が注
目され、香りは商品を選ぶ際のひ
とつの視点になっています。クリー
ンでナチュラルな香りこそ高砂技術
の特長であり、ハウスホールド製
品やトイレタリー製品などに幅広く
使われています。

香水や化粧品などの香りは特に人の好みが分かれや
すいため、新たな香りを創造すべく、調香師は日々挑
戦しています。肌に直接触れるものだからこそ、アレ
ルゲン成分は欧州基準にも適応できるように厳しく管
理し、オーガニックコスメなどにも対応しています。

スッとした爽快感から、歯磨き粉などによく使われ
るメントール。ペパーミントなどの植物に多く含有
されますが、高砂香料工業は1983年に世界初の不
斉合成技術での「ℓ-メントール」の工業化に成功し
ました。ほかにも冷・温感剤の開発など、日用品の
使い心地の向上に役立っています。

合成技術を応用し、医薬中間体
やエレクトロニクスなどの分野
で活躍しています。特に“触媒 ”
による高砂の不斉合成技術は、
医薬品業界においてグローバル
に高く評価されています。

香り（フレーバー）は目には見えま
せんが、食欲を刺激し、満足感
を高める大切な役目を持っていま
す。流行やニーズを把握し、消
費者に好まれるフレーバーの開
発で、それぞれの食品の「おいし
さ」を最大限に引き出しています。

シャンプーは、汚れをしっかり洗い流す
とともに、香りが持続するものが好まれ
る傾向にあります。「よい香り」だけでな
く、残香性や拡散性など香りの機能面も
追求し、シャンプー後も長く香りを楽し
んでいただけるお手伝いをしています。

ローズやラベンダーなど、リラックスを誘うルームフレグランスの香り。
高砂香料グループは持続可能な事業を目指し、アロマオイルなどに使
われる植物「パチョリ」の生育を保護しています。また、心理学から香
りにアプローチする「アロマコロジー」などの研究にも取り組んでいます。

出汁が生み出す芳醇な香りは、調味料
のよさを左右するといっても過言ではあ
りません。それぞれの素材の特徴を生
かしながら、高い技術力で製品の品質
を守っています。

グレープフルーツやレモン、カシス、
ライチなど、主にスポーツドリンク
に使われる飲料用フレーバーは、
口にしたときに鼻から抜ける爽快感
や、すっきりとした後味に一役買っ
ています。フロリダに「シトラスセ
ンター」を有するなど、高砂香料グ
ループの主力製品のひとつです。

バニラやコーヒー、チョコレートなど、
鼻孔をくすぐる嗜好品の香り。香りは、
至福のひとときをつくりだす演出家の役
割を担っているのです。

クリーンでナチュラルな
香りを創造

肌に触れるからこそ、安全な香りを

さっぱり感やクールな使い心地を
合成技術で
医薬品をつくる

フレーバーで
おいしさを最大限に

汚れは洗い流し、
持続する香りを楽しむ

香りで、心にゆとりを

芳醇な香りを高品質でお届け

シトラスの香りで、
飲み心地さわやかに

至福を生み出す香りのパワー

先端技術を生かして
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CSR推進のためのグループEHS委員会
　高砂香料グループでは、CSRビジョンを実現するため、
EHS 担当役員と日米欧亜の 4 極のEHS管理統括責任
者から構成される「グループEHS委員会」を2010年に
設置しました。「グループEHS委員会」のもと、CSRに
かかわる方針や戦略、活動内容を議論・決定し、持続
可能な社会の実現に向けたCSR活動をグローバルに展
開していきます。

CSRビジョン
　高砂香料グループは、地球環境に配慮し、社会に信
頼される企業を目指して、未来を見据えた事業活動の推
進を通じてより良い社会づくりに貢献していきます。
　また、社会の公器として、企業活動の経済面、環境面、
社会面という三つの側面でバランスの取れた経営を推進
していきます。具体的には、廃棄物の削減やエネルギー
効率の見直しなどで環境負荷を低減し、生物由来の原
材料の保全に努めるとともに、多様な人材を活用するダ
イバーシティ・マネジメントなどに積極的に取り組んでい
ます。

米州EHS
管理統括責任者

EMEA EHS
管理統括責任者

アジア-パシ
フィックEHS
管理統括責任者

EHS管理統括責任者として、持続可能な社会の実現のため、
CSR活動に取り組んでいます。

高砂は長年にわたって、安全で衛生的な職場の創出と維持
に尽力してきました。当社は従業員とともに近隣住民も守
るために、持てるすべての能力を注いできました。この安全
を重んじる社風は、当社の活動すべてに反映されています。
新たな施設の建設、新プロセスの設計、機器の設置や更新
では、何よりも安全を第一に考えています。当社は従業員
に適切な安全研修を行い、さまざまな方法で継続的に安全
を強化しています。これまでも、そしてこれからも、当社の
グローバルな目標は、地域および国が定める規則よりも高
い労働者の安全・衛生基準を達成し続けることです。当社
が何よりも望んでいるのは、毎日、仕事を終えた従業員が、
朝、職場に出勤した時と同じ健康状態で帰宅できるように
することです。これは当社にとって何より重要であると同時
に、最低限の義務でもあります。高砂は将来に向けて、従
業員の安全と健康を守ることに、より一層尽力する所存です。

EMEA EHS管理統括責任者として、私は当社がグローバルに発展し
ていくためには、持続可能な開発が最も重要な基準の一つであると
考えています。そのような開発を実現できるかどうかは、従業員の
取り組みに大きく左右されます。この種のプログラムに着手して従
業員のモチベーションを高めるには、まずコミュニケーションが重
要です。また当社のEHS目標を達成するためには、従業員の意識
を高め、研修を行うことが不可欠です。昨年は環境への意識を高め
るための講習会を何度か開催しました。ここでは、たとえばエアコ
ンの使用量を減らす、昼休みに電気機器の電源を落とすなど、ちょっ
とした習慣的な行動でエネルギーを節約する方法について説明しま
した。
安全性の問題に関しても、このような講習会がすでに実施されてい
ますが、定期的な研修による支援も必要です。たとえば毎年の防
火訓練では、従業員全員が実際に消火器の使い方を学んでいます。
EMEAの高砂に属するすべての社員がEHSの方針に従って行動する
ことが、この活動の礎になります。社員は会社ではより地球にやさ
しい製品づくりを目指し、社会ではより意識の高い市民になること
が求められます。

中国、韓国、そしてフィリピン、インドネシア、タイ、シンガ
ポールといったASEAN諸国など、アジアの多くの国々の経
済が 2013年も引き続き好調であることには疑いがありませ
ん。しかし生産活動が活発に行われている一方で、環境問
題は枚挙にいとまがなく、当社の懸念材料となっています。
たとえば中国は北京の大気汚染対策として約160 億ドルを
拠出すると公約しました（ロイター）。また最近ではマニラ湾
で石油流出事故が発生したため、フィリピンでは漁業や多く
の国民の生活に影響が出ています。もちろん高砂には、環
境をクリーンかつグリーンに維持するための活動を続けてい
く決意があります。たとえばシンガポールの新拠点では、作
業エリアの窓の数を増やしてより多くの自然光を取り入れて
います。またこのビルでは多くの場所にモーションセンサー
を設置し、人が部屋に入った時だけ電気のスイッチが入るよ
うになっています。しかし私はKevin J. Renskers（TAKUS）
やPhilippe Beauvais（TEPL）の意見と同じで、社員全員
が活動に参加することが最も重要だと考えています。私達の
世代、そして未来のために母なる地球を守るべく、社員が一
丸となって活動に励むように、これからも高砂の全社員のコ
ミュニケーションと意識向上を促進していく方針です。

Throughout its long history, Takasago has been strongly committed to 

the creation and maintenance of a safe and healthy workplace.  We 

are dedicated to protecting, to the absolute best of our ability, not only 

our employees but also those who live in the surrounding community.  

This safety culture is re!ected in everything we do.  Safety is the "rst 

and foremost consideration when building new facilities, designing 

new processes, and installing or upgrading equipment.  Takasago 

provides employees with appropriate safety training, and reinforces 

safety in many, many ways on a continuing basis.  It has been, and 

continues to be, our global goal to go beyond worker health and 

safety requirements contained in local and national regulations.  It is 

Takasago’s strongest desire to have our employees return home at 

the end of each day as healthy as they were when they came to work.  

There is nothing more important, and anything less is simply unac-

ceptable.  Consequently, Takasago has renewed our commitment to a 

strong focus on worker health and safety as we move into the future.

As EMEA EHS Chief Officer, I believe that sustainable de-

velopment is one of the key criteria to make our company 

evolve globally. In reality, such a development rely mostly 

on our employees’ involvement. To initiate this kind of pro-

gram and reach this mind set, a good communication has 

to be put in place. Also, in order to achieve our EHS goals, 

it is essential to build our success on people awareness 

and training. Last year, speci"c environmental-awareness 

sessions were held in order to explain how to better save 

energy by applying simple re!exes: reduce air conditioning, 

switch all devices off during lunch time, etc.  Such sessions 

were already in place for security issues but have to be 

supported by regular trainings. 

For instance, every year, all employees practice extinguish-

er usage on real "re exercises.  Involving all EMEA Takasa-

go people in EHS philosophy is the strategy cornerstone: 

on the one hand the company with greener products; on 

the other hand society with more aware citizens.

No doubt, the economies of many Asian countries – China, South 

Korea & ASEAN countries like Philippines, Indonesia, Thailand & 

Singapore – continue to thrive in 2013.  However, along with the 

wheels of production churning away furiously, environmental issues 

continue to abound and give us cause for concern.  For example 

China has pledged almost USD 16 billion to tackle the air pollution 

in Beijing (Reuters) while the recent oil spill off the coast of Manila, 

Philippines is affecting the local "shing industry and the livelihood of 

many residents. Certainly, we at Takasago must continue to uphold 

our commitment to keep our environment clean and green.  For 

instance, at our new TIS site, we have opted for natural illumination 

of the buildings by incorporating more windows to allow natural 

sunlight to !ood our working areas.  In many parts of the building, 

motion sensors have been installed that will only switch on when 

anybody enters the room.  However, I agree with Kevin Renskers 

(TAKUS) & Philippe Beauvais (TEPL), that getting everyone in-

volved is the most vital role we should undertake. We must remain 

vigilant promoting communication & greater awareness amongst 

our Takasago colleagues so as to have everyone committed to pre-

serving Mother Earth for our generation and the future.  

■CSRビジョンの主な考え方

■ 世界4極EHS管理統括体制図

グループEHS委員会　具体的責任

● EHS 方針および戦略を設定し、レビューすること。

● EHS方針 および戦略のグループ内への伝達および
　 実行を確実にすること。

● EHS 目的を設定し、監視すること。

● グループの監査スケジュールに同意すること。

● 監査報告書をレビューすること。

● 内部および外部報告活動を決定すること。

Kevin J. Renskers, 
Ph.D.
Vice President
Takasago International
Corp.(U.S.A.)

Philippe BEAUVAIS
Senior Vice President
Takasago Europe 
Perfumery Laboratory
S.A.R.L.

John S C Ho
Senior Supply Chain 

Manager
Takasago International

(Singapore) 
Pte., Ltd.

※1  EMEA:ヨーロッパ、中東およびアフリカ　（Europe,the Middle East,and Africa）
※2  アジア-パシフィック：アジア太平洋地域（Asia Pacific）

CSRマネジメント
高砂香料グループは、「技術立脚の精神に則り社会に貢献する」
を企業理念に、コーポレート・ガバナンスおよび
コンプライアンス体制の強化などを通じて
透明性の高い誠実なCSR経営を目指していきます。

CSR Management Voice
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コンプライアンス体制
　高砂香料グループでは、コンプライアンスを経営上の
重要な課題と認識し、公正・適切な企業活動の展開や
コーポレート・ガバナンスを充実させていく中で、体制の
継続的な改善を図っています。企業憲章および行動規範
で法令や社会規範の遵守を挙げるとともに、内部通報
制度「明日への窓」を開設し、コンプライアンスに関連
する制度や諸規程を整備しています。
　また、監査部においては、業務監査のほか環境保全
や労働安全衛生、保安防災の監査を実施しています。定
期的にグループ内でのEHS監査、グローバル統合認証
ISO14001の内部監査を実施し、2012 年度は国内拠点
5カ所および海外拠点4カ所で監査法人SGSによるサン
プリング審査を行い、重大な法規則の違反などはありま
せんでした。

コンプライアンス委員会
　取締役社長を委員長とする「コンプライアンス委員会」
を設け、重要事項を審議・立案・推進し、コンプライア
ンス体制の確立・遵法精神の徹底を図っています。

内部通報制度
　高砂香料グループでは、従業員（出向者を含む）、パー
ト従業員、関連会社の従業者など、当社の業務に従事す
るすべての者が利用できる相談窓口「明日への窓」を開
設しています。職制や個人での解決が困難なコンプライ
アンスに関するさまざまな問題について、内部通報制度
を通して倫理や法令の遵守を推進するよう努めています。

BCP（事業継続計画）の強化
　大規模災害や緊急事態などの発生リスクに備え、高砂
香料ではBCP（事業継続計画）の策定および対策に取り
組んでいます。

コンティンジェンシープランの検討
　自然災害時における安定的な供給確保のため、中長期
的観点からコンティンジェンシープランの整備にも取り組
んでいます。国内外の製造体制を最適化し、信頼される
商品の継続的な供給に努め、社会的責任を果たします。

危機管理本部
　平時より本社に「危機管理本部」を設置し、事業継続
を妨げるあらゆる潜在リスクの発生に備えた危機管理計
画書を策定しています。緊急時の影響を最小限にとどめ、
早期に危機管理の目的を達成できる体制構築を推進して
います。

コーポレート・ガバナンス
　ステークホルダーの皆様から信頼され、評価される
経営を目指す高砂香料グループは、経営判断の適正性、
経営のチェック機能および情報開示による経営の透明
性を高めることに努め、コーポレート・ガバナンスの充
実を図っています。
　取締役会では「内部統制に関する基本方針」を定め、
取締役による経営判断の効率化と業務執行の迅速性を
確保するため、執行役員制を導入し、取締役会の企業
統治機能と執行役員による業務執行の分化を図ってい
ます。

事例をもとにコンプ
ライアンスを説明し
た社内報

■コーポレート・ガバナンス体制図

■危機管理体制図報告
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指示

報告選任・解任 選任・解任
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内部統制委員会
　業務監査を行う監査部を事務局とする「内部統制委
員会」を設置し、内部統制の推進・実施および評価報
告制度への対応などに取り組んでいます。

CSRマネジメント
CSR Management



大項目
EHS 管理

遵法・
自主管理活動

環境課題対応
地球温暖化対策・
省資源活動

化学物質管理

大気・水質・
土壌汚染対策

廃棄物管理
感覚公害・苦情処理

リスク管理および
事故・緊急時対応

製品・技術の開発

施設ならびに
車両管理

地域社会との共生

基本的人権の尊重

教育・訓練活動

EHSマネジャー

内部監査

マネジメントシステム（MS）

法定管理者

法的届出の適切な実施

情報開示の改善

京都議定書への対応

水の使用量の削減

容器・包装材料の3R

大気汚染物質

監視化学物質

水質・土壌汚染防止

非生産拠点の炭酸ガス排出量削減

地下埋設設備

水資源の有効利用

境界外への騒音・臭気の予防

排出量削減プログラム

産業廃棄物の適切な処分を保証する手段対策

産廃業者とのコミュニケーション

有機溶剤排出量削減

EHSリスク

リスク分散

環境、安全衛生アセスメント

ライフサイクルアセスメント （LCA）

施設の操作、維持管理

施設の安全点検

人身事故

フォークリフト

地域社会とのコミュニケーション

企業の社会貢献活動

ボランティア活動

児童労働

個人の尊重

障がい者雇用

取引先の判断

EHS教育の再構築

責任者・有資格者

新人への教育

EHS管理の主責任者（総務部長または相当する職能）

監査専任者の選定

MSの第三者認証登録

責任と権限の徹底

法定管理者の一元管理

法的届出のための管理手順

グローバル対応報告

地球温暖化対策法の遵守

地下水汲み上げ量の削減

容器・包装材料の3Rのための活動

VOCの自主規制

自主規制「化学物質」の取扱い確立

近隣地域との共生

販売部門での省エネルギー活動の実施

地下埋設タンクおよび配管の地上化

水使用量削減

自主基準

産業廃棄物再資源化100%の達成

産業廃棄物の排出削減

マニフェスト管理

各工場全委託業者の把握

改正VOC法（基準年：2000年）

ハロゲン系有機溶剤（基準年：2000年）

リスクアセスメント

洗い出し手順作成

危険有害作業および非定常作業の運用手順

リスク管理対策のレベルアップ

アセスメント規程作成

アセスメントの実施・結果の反映

LCAの導入・実施（特定の品目）

マニュアル整備

設備の安全・管理と教育・訓練

教育・訓練

責任者の設置

地域社会とのふれあい

募金活動

ボランティア休暇制度の積極活用

労働を禁止する最低年齢：16歳未満

差別の撤廃

職場環境整備

高砂香料サプライヤー行動規範

EHSにかかわる技能・知識水準の向上

計画的に育成

修了証の発行

国内外生産拠点にEHSマネジャーを設置

国内監査専任者の選定とレベルアップ

国内外生産拠点でISO14001認証を取得

「資格制度」の構築

国内グループ会社の法定管理者に関する情報収集

国内グループ会社の法的届出の情報収集

グローバル環境報告

前年比エネルギー効率2％削減活動の継続

省エネルギーに配慮した設備の導入

方法検討

容器・包装材料のリサイクル化へのデータ収集・顧客アンケート

VOC自主基準の決定とそれに基づく活動

社内「取扱い手順」の厳密化と運用

自主的調査の実施

国内非生産拠点のCO2排出量集計システムの構築

地下埋設設備に関する情報収集・分析

前年比水使用量削減率：2%

自主基準の作成

排出量削減の基準づくり

委託業者管理要領の策定・運用（日本）

リサイクル・再資源化の確認・監視

トルエン排出量削減（2000年比30%削減）【日本・スペイン】

塩化メチレン排出量削減（2000年比30%削減）【日本・スペイン】

国内生産拠点の実施

優先順位とリスク低減措置検討

危険有害作業の運用手順作成

リスクを考慮したCSR調達方針の作成（購買部）

必要に応じ、コンサルタント導入

LCAの導入検討（研究主導）

単体三工場

教育・訓練計画書

国内外に適応

工場見学、社会見学などの企画・推進

会社の側面支援

グローバルグループ企業への徹底周知

人権教育の実施（人事部）

障がい者雇用機会創出

行動規範の和文・英文の作成（購買部）、取引先への配布

人事部・高砂カレッジの活用

情報収集・解析（国内）

タイムリーに実施（新入社員研修等）    

小項目 活動内容 フェーズ  2009年度～ 2011年度 フェーズ  2012年度～ 2014年度 フェーズ  2015年度～ 2017年度 フェーズ  2018 年度～ 2020年度評価
国内外非生産拠点にEHSマネジャーを設置

三極（アジア、欧州、米州）各々に監査組織を設置

国内研究拠点への ISO14001認証拡大

ISO14001グローバル統合認証取得により完了

グローバルグループ会社の法定管理者に関する情報収集(EHS管理統括責任者）

グローバルグループ会社の法的届出の情報収集 (EHS管理統括責任者）

グローバルサステナビリティ報告

2020年までに20% CO2排出原単位削減（2010年基準）

化成品製造拠点から生じる地球温暖化ガス（CO2を除く）測定方法の開発

再生可能エネルギーの導入（10％）

水使用量の削減対策検討【日本】

容器・包装材料のリサイクル化のための顧客へのお願い

VOCの決定（世界保健機関の規定より、ホルムアルデヒド、

d-リモネン、トルエン、アセトン、エタノール、2-プロパノール、ヘキサナール）

REACH対応

境界外流出「0」を保証する活動

2020年までに20%CO2総排出量削減【非生産拠点】（2010年基準）

平塚、磐田、鹿島工場における地下埋設設備の地上化

2020 年までに 20％水消費原単位削減（2010 年基準）

自主基準の作成

国内生産拠点でゼロエミッション達成

2020年までに20%発生原単位削減（2010 年基準）

産業廃棄物処分に関する法令遵守の保証

委託業者の監査・管理体制の確立（定期監査100%実施）

トルエン排出量削減（2000年比40%削減）【日本・スペイン】

塩化メチレン排出量削減（2000年比40%削減）【日本・スペイン】

海外生産拠点の実施

優先順位とリスク低減措置実施

非定常作業の運用手順作成

取引先への改善要求等の対応策

日本実施

LCAの導入

国内生産拠点

地域貢献活動の導入検討

生産拠点のCO2排出目標の未達量相当の寄付金

ソーシャルサービス制度の導入検討

グローバルグループ企業への周知徹底の継続

契約者とサプライヤーへの徹底周知

バリアフリー化

新入社員研修

教育計画の作成と実施（担当部署）

対策検討

2020年までに20%CO2総排出量削減【非生産拠点】（2010年基準）

国内グループ生産拠点の地下埋設設備の地上化実施

2020年までに20％水消費原単位削減（2010年基準）

自主基準をすべての生産拠点に適応

海外生産拠点でゼロエミッション達成

2020年までに20%発生原単位削減（2010年基準）

リサイクル原料としての納入先の監査（海外含む）

トルエン排出量削減（2000年比50%削減）【日本・スペイン】

塩化メチレン排出量削減（2000年比50%削減）【日本・スペイン】

海外への展開

LCAの実施

海外展開

ソーシャルサービス制度の実施

e-ラーニングによる国内グループ全社員教育

2020年までに20%CO2総排出量削減【非生産拠点】（2010年基準）

グローバル製造拠点における地下埋設設備の完全地上化

2020年までに20％水消費原単位削減（2010年基準）

全生産拠点にて、再資源化100%

2020年までに20%発生原単位削減（2010年基準）

業者の遵法性の監査・監督の実施

その他PRTR対象物質の排出量・移動量削減計画

e-ラーニングによるグローバルグループ全社員教育

2020 年までに 20%CO2排出原単位削減（2010 年基準）

再生可能エネルギーの導入（50％）

河川放流排水の再利用（排水リサイクル設備の新設）【日本】

EHSマネジャー会議（毎年）

グローバル監査会議（毎年）

国内外生産拠点でOHSAS認証を取得

データベース化

管理手順の作成

2020年までに20%CO2排出原単位削減（2010 年基準）

化成品製造拠点から生じる地球温暖化ガス（CO2を除く）測定の実施

再生可能エネルギーの導入（30％）

水使用量の削減対策実施【日本】

容器・包装材料リサイクル化の実施

国内研究拠点へのOHSAS認証拡大

[評価基準]　○・・・達成　△・・・一部達成　×・・・進捗なし

○
○
○
△
○
○
○
△

○
△
△
△

×
○
○
×
×
×
○

△
○
×
×
○
○
△
×
×

△
○
○
○
○
×
○

△
○
○
○
×
○
○
×
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高砂香料グループのEHS100（中長期計画） の取り組み 「EHS100（中長期計画）」はEHS宣言を達成していくための中長期計画で、
創立100周年にあたる2020年度までを3ヵ年ごと4期に区分して、取り組んでいます。
本計画は毎年見直しを行い、その内容を4月末に更新します。
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　国内での取り組み

南海果工60周年記念で餅撒きを開催
　南海果工創立60周年記念式典において、地元への感
謝を表し、和歌山県日高地区に根付いた慶事のイベント
である「餅撒き」を行いました。台風のため、当初予定し
ていた創業記念日である10月1日からは延期されたもの
の、当日は高砂香料の役員も参加し、近隣の皆様を含め
200名超の方が集まり、
大変賑やかな催しとな
りました。紅白のお餅
とスナック菓子を用意
し、沢山の方にお持ち
帰りいただきました。

津波避難タワーを建設
　高砂フードプロダクツでは、静岡県の地震・津波被害
想定等を考慮し、津波避難タワーの建設を計画し、15～
20ｍの高さとなる予定です。避難人員は１３０名を収容可
能で、タワーに太陽光発電による照明の設置も検討してい
ます。従業員だけでなく周囲の住民の皆様の安全のため
に努めていきます。

小学校の夏期講座「コーラの香りを作ろう！」に協力
　東京都大田区立東調布第一小学校の夏期講座におい
て、高砂香料工業の科学教室 ｢コーラの香りを作ろう！｣
を開催しました。大田区にある会社を知ることを目的に
20以上の講座が開催された中で、香りについて学ぶ当
社の講座では5、6年生35名が受講しました。当社は、

高砂香料工業本社「高砂香料コレクション」展示室

エントランスに設けた展示スペース

http://www.takasago.com/ja/museum/index.htmlweb

子犬の香水瓶
(マイセン ドイツ 
19 世紀　H7.5cm）

地域コミュニケーションと社会貢献活動
高砂香料グループは、地域の方 と々良好なコミュニケーショ
ンを図りながら、ボランティア活動や地域交流などに積極
的に参加し、豊かな地域社会の構築に寄与していきます。

　海外での取り組み

マダガスカル(SAVA大学へパソコンを寄贈）
　高砂香料グループは、マダガスカルのアンタラハにあ
るSAVA大学にパソコンの寄付を行いました。バニラの
一大生産地であるSAVA地域では、豊かな環境資源を持
つ一方で、貧困による乱獲などの問題をかかえています。
この豊かな生物多様性を再評価し、その可能性を化学に
基づいて活かすべく、SAVA大学プロジェクトが始動し、
2012年9月SAVA大学が開校しました。2013年2月1
日の贈呈式にはマダガスカル総理大臣も出席し、感謝の
意と今後ともパートナーシップを強固なものにしたいとい
うお言葉をいただきました。

こうした学校支援などを通して、社会や文化への貢献に
も積極的に取り組んでいきます。

磐田市まち美化パートナー制度への参加
　高砂珈琲は、「磐田市まち美化パートナー制度」に
2007年より加入し、CO2排出量の削減や地域の美化に
貢献しています。工場敷地内の緑地化をはじめ、工場周
辺道路の除草や清掃、夏至から七夕にかけてのライトダ
ウンキャンペーンへ参加しています。
　2012年10月には「まち美化ウォークラリー」に参加、
また環境推進協議会による地下水涵養事業である間伐作
業や植樹作業にも積極的に参加しています。

地域の清掃活動を推進
　高砂スパイスでは、2013年2月に行われた神奈川県
秦野地区の不法投棄防止キャンペーンに従業員が参加し、
不法投棄物の回収に努めました。また、磐田工場では、
工場内で適切に処理した排水が隣接する祝川へ流入する
ため、祝川の清掃、不法投棄物や空き缶の回収などを定
期的に実施しています。鹿島工場では、毎年5月と10月
に工業団地内の一斉清掃に参加しているほか、毎月1回、
工場の外周や通勤路の清掃で街の美化に努めています。

高砂香料社員による夏期講座

建設予定の津波避難タ
ワー（イメージ）

地域とのかかわり

Column

マダガスカルでの寄贈セレモニーの様子

高砂香料コレクション
　香りの歴史や文化を広く伝えることは、香りを扱う香料
メーカーとしての責任であると考え、高砂香料グループで
は、長年にわたり貴重な文化遺産である香りに関する資
料や美術品の収集に努めてきました。世界の各地域およ
び幅広い年代の香道具や香炉、香合、香油瓶、香水瓶など、
現在「高砂香料コレクション」の数は約1,000点に及び
ます。その一部を高砂香料工業本社で展示しているほか、
Webサイト「香りのミュージアム」でも紹介しています。

社会性報告
高砂香料グループは、「社会の一員としてより良い社会を目指して、
積極的に社会貢献活動に参加する」ことを企業憲章に掲げ、
地域と共生しながら社会に貢献する取り組みを推進しています。

Social Report

磐田工場に隣接する祝川沿いに立
てられた「磐田市まち美化パート
ナー制度」の看板

埋入香合
( 小川破

は

笠
りつ

作 江戸時代中～後期 
18世紀 L7.5cm)

山水高蒔絵三重沈香箱
( 江戸後期 小箱 2ヶ入り H7cm）

甘松香（スパイクナード）

東洋

香料素材

西洋

没薬（ミルラ）

農村風景図香水瓶
(フランス 1820年頃 
H8.5cm)

南海果工での餅撒きの様子
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務分析や品質保証など専門
コースを新設し、さらにグロー
バル化への対応力を養う研修
を実施しています。

人権尊重と差別の排除
　高砂香料グループでは、国籍や性別、信条、社会的身
分のほか、障がい者差別、外国人差別などのあらゆる差
別を決して許しません。中長期計画「EHS100」の「基本
的人権の尊重」にて、児童労働、個人の尊重、障がい者
雇用、取引先の判断への対応を明確にするとともに、具
体的な活動として以下の取り組みを進めています。

ダイバーシティの推進
　多様な人材が特性や個性を活かし、一人ひとりがいきい
きと働くことができる職場環境づくりに取り組んでいます。
女性管理職や外国人比率を増やしていくとともに、冊子・
Webサイトによる啓発活動、勉強会などを実施していき
ます。

［ 従業員 ］
「従業員のゆとりと豊かさを実現するために、一人ひとり
の従業員を大切にし、安全で働きやすい職場環境をつ
くる」ことを企業憲章に掲げ、働きやすい職場づくりや、
従業員の安全と健康増進に努めています。

安定的な雇用を推進
　高砂香料グループでは、ダイバーシティを尊重すると
ともに人材の育成に取り組み、安定的な雇用の創出を目
指しています。

雇用の状況
　採用は人物本位で不透明なビジネスモデルに果敢に挑
戦する人材を求め、現地主導のグローバルな採用活動に
も積極的に取り組んでいます。また、経験や能力を発揮
できる再雇用制度や、雇用の場の創出と定着を図る障が
い者雇用制度を進めています。

キャリア開発支援
　個人の多様な欲求は価値観の充足を実現するため、高
砂香料グループでは積極的に人材育成に取り組み、働き
がいのある職場づくりを推進しています。

高砂カレッジ
　「高砂再発見。」をテーマに、全従業員を対象に2009年
５月「高砂カレッジ」を開講しました。2012年からは、財

私は1998年高砂タイに研修生として入社し、
その1年後からFRのカスタマーサービスで
数年働いた後FL営業になり、4年前にタイか
ら本社FL GSPC オフィスに異動となりました。
私にとって高砂は単なる職場ではなく最高の
学び舎でもあります。知識を得、沢山の人とや
り取りする機会を与えられ、大変仲良く親切に
してくれる友人が沢山でき、いつも感謝してい
ます。この15年間私は高砂を家族の一部の
ように感じています。皆様からの温かく素敵な
ご支援は能力やスキルを磨くのに大変役立っ
ています。すべての事を通じて本当に高砂に
感謝しています。高砂の成功のため全力を尽く
します。高砂は職場でありホームなのです。
My work life is Takasago. Takasago is my work life. 
I joined Takasago Thailand since 1998. At that 
time, I worked as a trainee. A year later, I was as-
signed as the customer service of fragrance divi-
sion for a couple years. Then changed to flavor 
side as sales representative. 
Four years ago, I received the new assignment 
to move to Japan head office. I left the position 
of flavor account manager of TIET for assistant 
manager of FL GSPC office at Takasago Japan. 
Takasago is not only the company I work with but 
also the best school for me. I learn all knowledge 
and have opportunities to contact to many people. 
It is my great experience. I got a lot of friends here 
who always give me very good friendship and 
kindness. Thanks  to all of them.
During this past 15 years, I feel like Takasago is 
one part of my family. The warm heart and nice 
support from everybody is really helpful for me to 
improve my ability & skill needed. A million thanks 
to Takasago for all what they kindly gave to me. I 
will also do my best to be a small tool of success 
for Takasago. The company I am working for and 
also my home.

高砂は私の仕事人生そのものです

Bird Worrawut 
Thirakaroonwongse
高砂香料工業
国際事業部　
フレーバー
GSPCオフィス

Voice

■ 女性従業員比率と女性管理職比率

従業員とのかかわり
ワークライフバランスへの配慮
　仕事と生活の充実を目指し、高砂香料グループではワー
クライフバランスの実現に取り組んでいます。時間外労働
の削減などにより労働時間の適正化を図るとともに、業
務改善による効率の向上や、年次有給休暇の取得率の向
上、リフレッシュ休暇やボランティア休暇による仕事と育
児・介護の両立への支援を推進しています。
　また、本社では、毎月第3水曜日を「ノー残業デー」とし、
継続的に運用しています。2012年度の有給休暇取得率は
74％※でした。
※1人当たり年休取得数／1人当たり年休発生数

従業員満足度調査
　理想の企業風土や職場環境に近づけるため、高砂香料
工業では全従業員を対象に、自己申告による従業員満足
度（ES）調査を実施しています。この調査では希望者には
面接を実施し、調査で判明した課題は改善に努め、さら
に働きやすい職場を目指していきます。

社会性報告
Social Report

「高砂カレッジ」にて従業員間の
コミュニケーションを推進

2012年度報告（単体）

働きやすい職場づくりを目指して

基本的人権の尊重

1

2

3

4

5

自己都合退職比率：1.40%　
定年退職者の再雇用率：90％（対希望者：100%）
障がい者雇用率：1.8%　
育児休業取得者復職率：100%　
時短勤務は小学3年終了まで1日1時間、
30分単位で取得可能
育児短時間勤務制度と併用すると5時間勤務が実現

● 16歳未満の労働禁止

● 人権教育の実施

● 障がい者雇用機会創出

● 高砂香料サプライヤー行動規範の取引先への配布

計 日本 アジア-
パシフィック

EMEA 米州
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研究開発
　研究開発は、高砂香料グループの技術立脚の精神を
支える事業活動の柱です。研究開発グループを通じて、
社会が求めるフレーバーやフレグランスを創出すること
で、カスタマーファーストを実現するとともに、社会全体
のクオリティ・オブ・ライフの向上を目指していきます。

4事業活動を通じてお客様に貢献
　高砂香料グループの事業は、「フレーバー事業」「フレ
グランス事業」「アロマケミカル事業」「ファインケミカ
ル事業」の4事業で構成されます。平塚にある研究開
発本部では、合成技術や分析技術、新事業につながる
基礎技術などの研究開発が進められ、高品質な製品は
もとより、社会全体の満足度を高める製品づくりの基盤
を支えています。

従業員の安全と健康
　高砂香料グループでは「5S・カイゼン活動」に取り組ん
でいるほか、事業所ごとに「安全衛生委員会」を設置し、
従業員の安全確保および心と体の健康を支援しています。
労働災害については「EHSガイドライン」を制定し、発生
防止に努めています。2012年度の労働災害発生件数はグ
ローバルグループ全体で40件、度数率3でした。これか
らも通勤時・業務時における安全強化に努めていきます。

健康維持・増進を支援
　従業員の健康維持・増進のため、定期健康診断のほか、
ポータルサイトでの情報発信などを行っています。メンタ
ルヘルス管理では、セルフチェックやラインケア、健康管
理担当者および専門家によるケアを推奨するとともに、時
間外労働が月50時間を超えた従業員には産業医との面
談を設けています。

磐田健康だよりで健康促進
　磐田工場では、毎月開催される「安全衛生委員会」の
際、健康講話の資料として「磐田健康だより」を作成して
います。季節にあった情報をもとにするなど、健康診断
の記事に関して磐田工場独自の結果を分析することによ
り、健康に対する興味を一層身近にし、生活習慣の改善
に少しでも役立ててもらえるよう心がけています。

平塚工場に隣接す
る研究開発本部

■ 労働災害集計

※度数率： 休業１日以上を要する災害発生件数 ÷ 延べ実労働時間数 × 1,000,000
　　　　　度数率は高砂香料グループの製造事業所および研究所全社員および派遣社員
　　　　　を含む（交通事故は除外する）。

対象年度 2012年度

対象年度 2012年度

■ 健康診断受診率（定期健康診断および人間ドック）　

計 日本 アジア-
パシフィック

EMEA 米州
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磐田工場で作成している「磐田健康だより」

お客様とのかかわり
［ お客様 ］
飽くなき研究開発による高品質への追求、適正な情報開
示やグローバルなサプライヤーとのパートナーシップの
強化などに努め、信頼され続ける企業として成長していき
ます。

品質マネジメント
　高砂香料グループでは、製品をご利用いただくお客
様のニーズに応えるため、早くから品質マネジメントシス
テムの取得を行っております。国内では、1997年に磐
田工場で香料業界国内初のISO9001 : 1994認証取得。
2003年10月には、高砂香料本体でのISO9001: 2000
の統合認証を行い、生産拠点を持つ国内関連会社への
拡大認証を進めました。海外ではシンガポールが、2001
年 6月にISO9001: 2000を認証取得し、上海・スペイ
ン・メキシコ・フランスの順に各国で認証取得が行われ
ました。また、食品安全面に関して、フードチェーンの
一端を担う原料メーカーとして、より安全・安心な商品を
供給し続けるため、2010年10月にグローバルにおける
GFSIスキームの運用を決定しました。現在、食品事業
を展開する日本・上海・マレーシア・ドイツで認証がな
され、アメリカ・メキシコ・ブラジル・シンガポールで取
得に向けた取り組みを進めています。

グローバル全拠点のISO14001統合認証取得
　ISO14001の登録事業所17サイトにおいて、2011年
12月にISO14001の統合認証を取得し、グローバル生
産拠点における統合認証が完了しました。環境マネジメ
ントシステムの構築により、グループとしてのガバナンス
を強化し、より効率的で実効性の高い環境活動を推進し
ていきます。

フレーバー研究所、フレグランス研究所では
所内にお客様と協働で製品開発を行う施設を
備え、お客様のご要望に即応できる体制を整
えています。また分析研究所での商品や天然
物の詳細な香気分析技術や、新事業開発研究
所での香りがヒトに与える影響の生理・心理
的な解析を製品開発に活かすなど、各研究所
の総合力を発揮して弊社製品の優位性をデー
タ的に裏付け、お客様にご満足いただける製
品開発に努めています。

長男の出産後育児休暇を取得し、子どもが１
歳になった春に復職しました。高砂香料では
小学３年生を修了するまで、３０分単位で１日
１時間まで時短の取得が可能なので、育児休
暇明けから子どもが小学生になった今でも継
続して時短制度を利用しています。復職後ふ
たつの部署を経験しましたが、育児時間（時短）
を取りにくいという雰囲気はどちらにもありま
せんでした。入学したばかりで、まだいろいろ
な手助けを必要としている時期なので制度を
利用することで家庭での時間を長くつくること
ができ、大変助かっています。

お客様の要望、期待に添える
体制づくりの強化

育児休暇と時短制度を
利用しやすい職場環境です Voice

Voice

高砂香料工業
研究開発本部
開発推進部

西澤 陽一郎

高砂香料工業
EHS室

植木 牧子

社会性報告
Social Report
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株主分布・配当金の報告
　高砂香料グループは、株主重視の経営を旨として、よ
り高水準の利益を確保できる経営体質を目指し、安定配
当の継続、ならびに業績水準を勘案した配当を実施する
ことを基本方針としています。2013年3月期の配当につ
きましては、配当の基本的な方針を踏まえ、中間配当は
１株当たり４円、期末配当は１株当たり４円を実施し、年
間８円の配当としています。内部留保金の使途につきまし
ては、コア事業の拡大を目指した生産設備、研究開発、
情報関連等の投資に充当するとともに、財務体質の強化
に活用していきます。

［ 株主・投資家 ］
健全かつ透明性の高い企業経営による安定的な成長で、
株主の皆様に適切に利益を還元するとともに、国内外の
株主・投資家の皆様と良好なコミュニケーションを図って
いきます。

IR活動の実施
　高砂香料グループでは、企業情報の適時･適切な開
示を行い、広く社会に対して透明性を高めることを企業
憲章に掲げ、積極的な情報開示に努めています。

IR説明会
　高砂香料グループでは、企業情報の適時･適切な開
示を行い､ 広く社会に対して透明性を高めることを企業
憲章に掲げ、積極的な情報開示に努めています。期末お
よび第２四半期の決算発表後、および中期経営計画の
公表時に投資家・アナリスト向けに説明会を開催し、IR
室が窓口となり株主や投資家とのコミュニケーションの
充実を図っております。個人株主の皆様には「株主通信」
を発送し、IRサイトにおいて、関連資料やプレスリリー
ス等を公開しており、高砂香料グループへの理解を深め
ていただけるようIR活動の向上に努めていきます。

［ お取引先 ］
高砂香料グループの事業活動は、ステークホルダーであ
り事業のパートナーでもあるお取引先様に支えられてい
ます。これからも公平で良好な信頼関係を築き、お取引
先様とともに発展していきます。

サプライチェーンマネジメント
　高砂香料グループでは、サプライヤーとの強固で互恵
的な関係が重要であると考え、調達における透明性、公
平性を高めるためサプライチェーンのマネジメントを構築
しています。高品質で、安全・安心な製品を確実に継続
的に供給し続けるために、これからもサプライヤーと健
全なパートナーシップの構築を推進していきます。

調達における購買方針
　グローバルな調達を進める高砂香料グループでは、サ
プライヤーと対等で公正な関係を築くため、「コーポレー
ト購買ポリシー」および「コーポレート購買ガイドライン」
を制定しています。これらは、国内の購買部員をはじめ、
高砂グローバルの各拠点で購買業務に携わる全員に適
応されます。
　私達は、世界の持続的な発展に貢献するため、実現
し得る最も経済的な価格で、安全・安心そして信頼でき
る原料を調達します。それらの原料は、当社、顧客、産
業界、品質、各国の法規制（それぞれの国の法律、安
全に関した法令、そしてその他の必要な条件）すべてを
満たすものです。

サプライヤーとのパートナーシップの構築
　高砂香料グループでは、サプライヤーとの強固で互恵
的な関係の構築が重要であると考えており、顧客への安
定した品質、継続的な供給、および安心な製品を確実
に供給し続けるためにもサプライヤーとの良きパートナー
シップの構築を推進しております。各サプライヤーにはサ
ステナビリティや企業の社会的責任を重視する当社のサ
プライチェーンに関する方針を理解いただき、有効な評
価システムの運用等を通して、信頼できるパートナーか
らの高品質な原料の安定的かつ確実な調達体制を維持
していきます。

投資家への決算説明会の様子

■ コーポレート購買ガイドライン

■ コーポレート購買ポリシー

■ 株式分布図

お取引先とのかかわり 株主・投資家とのかかわり

調達する原料の源流管理がますます重要と
なっており、調達パートナーであるサプライ
ヤーに対して計画的な監査を実施しておりま
す。海外関連会社の購買チームと連携して作
成した、「Supplier questionnaire」および
「Audit checklist」をもとに、国内外のさまざ
まなサプライヤーを訪問し、監査をさらに押
し進めております。
また、サプライヤーの品質管理体制や原料そ
のものの安全性確認に加え、社会性と環境と
いう視点も大切にしております。

グローバルな視点で
国内外サプライヤーを監査

Voice

高砂香料工業
購買部

和田 篤弘

社会性報告
Social Report

● 品質・コスト・安定供給の3つの要素を追求します。

● 法令遵守を徹底し、人権の尊重、公正、公平な
　 取引、環境保全に配慮致します。　

● 地域文化を尊重し、高砂香料グループとサプラ
　 イヤーとのパートナーシップを築きます。

● 国際購買　● 公正な態度　

● 職務および権限　● 調達　

● 購買手順　● 品質要求事項

● サプライヤーとの関係管理（ＳＲＭ）

購買活動において以下のことを実施します。
［注］上記区分以外に自己株式1,404,382株があります。

（2013年3月3１日現在）

金融機関

金融商品取引業者

その他法人

外国人等

個人その他

51.1%

0.8%

13.2%

15.1%

19.8%

所有者別構成比
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産業廃棄物

廃棄物等発生量 138,207
130,711

0

t
t
t
t
t

再資源化量
工場内埋立量 0.0%

94.6%

外部埋立量 935
935

0.7%
0.7%最終処分量

INPUT OUTPUTインプット（投入） アウトプット（排出）

大 気

CO2 92,117 t
t
t
t

NOx
SOx
ばいじん 1.5

1,461,158 m3総排水量
BOD 80.0 116.8mg/l t
COD  127.8 186.8mg/l t
SS

8.6
0.5

16.9 24.8mg/l t

t
t
t

紙類の排出

総発生量 430,166
再生処理委託量 372,245 86.5%
燃えるごみ（最終処分） 57,921 13.5%

原料  t

原料 59,081
84

54,317
消耗品
包装材料

エネルギー

燃料
気体燃料 1,022,025 GJ

蒸気 42,582 43,434t GJ
都市ガス 15,101 676,611m3 GJ
LPG 1,053 53,500t GJ
LNG 4,551 248,480t GJ

液体燃料 1,296 50,049kl GJ

A 重油 980 38,337kl GJ
軽油 177 6,671kl GJ
灯油 110 4,027kl GJ
ガソリン 29 1,014kl GJ

固体燃料 0 0t GJ

石油コークス 0 0t GJ
石炭 0 0t GJ

918 31,768t GJ廃油（焼却量）
0 0t GJバイオマス ( 焼却量）

合計 1,878,649 GJ

水 資 源

購入・汲上 3,115,002 m3

*EMEA 
（欧州、中東、アフリカ）

出荷

生産（製品）t

54,060

顧客

世界４極体制

日本

アジア-
パシフィック

EMEA*

米州

電力 （枯渇性エネルギー）
電力 （再生可能エネルギー）

73,360 721,147MWh GJ
GJ5,498 53,659MWh

電力 78,858 774,806MWh GJ

環境ビジョン
　持続可能な社会の実現を目指す高砂香料グループで
は、「環境保護」「社会的責任」「経済的効率」をサステ
ナビリティに掲げ、グループ一丸となって環境負荷の低
減に取り組みます。

EHS宣言
　高砂香料グループは、Environment（環境）、Health（健
康・衛生）、Safety（安全）の頭文字をとった「EHS宣言」
を2008年に公表し、従業員および工場周辺地域の皆
様の健康と安全を守り、地球環境の保全に貢献していく
ことを目指しています。また、「EHS宣言」を達成するた
め、中長期計画「EHS100」を策定し、取り組んでいます。

環境マネジメントシステム
　高砂香料グループはこれまで、生産事業場ごとに
ISO14001の認証を取得し、環境活動を展開してきまし
た。しかし、近年の世界的な環境規制の強化に対応すべ
く、「EHS100」のフェーズ I （2009～2011年度）では「国
内外生産拠点で ISO14001認証を取得」を目標に掲げ
て取り組み、2011年12月にグローバル生産拠点におけ
るISO14001統合認証（認証登録番号 : JP11/071135） 
を取 得しました。Takasago Fragrãncias E Aromas 
Ltda. (ブラジル) が、2013年12月追加認証見込みです。
　国内外に広がるサプライチェーンに即した環境マネジ
メントシステムの構築により、企業グループとしてのガバ
ナンスの強化を実現するとともに、より効率的で実現性
の高い環境活動を推進していきます。 

事業活動における環境影響（マテリアルフロー）
　省エネルギー、省資源、資源の有効利用などの環境活動を積み重ねることにより、事業活動による環境負荷の軽減に取り
組んでいます。「EHS100」のフェーズ II (2012～2014年度)の環境目的・目標は、「エネルギー由来の二酸化炭素放出の削減」「水
資源保護の推進」「省資源とリサイクルによる持続可能性の促進」です。2012年度、高砂グループのCO2排出量は15% 削減、
水使用料は 6% 削減できましたが、産業廃棄物発生量は20% 増加しました。今後ともグローバルグループ全体で、課題や取
り組み状況を迅速かつ的確に把握し、いっそうの改善に向けて努力していきます。

■ ISO14001登録範囲状況

■ 2012年度事業活動における環境影響

環境報告
高砂香料グループは、「地球環境に配慮し、地域社会を大切にした、
世界の人々 から共感を得られる企業を目指す」を経営基本方針に掲げ、
事業を通じて環境への負荷を低減することに努めています。

Environmental Report

対象期間：2012年4月～2013年3月

EHS宣言

私たちは、EHS活動を優先して取り組みます。 
私たちは、EHS活動の推進を地域・社会と協調して
行います。
全ての事業活動において、環境負荷の低減、安全の 
確保、及び従業者の健康保持増進に努めます。
EHS活動の推進に必要な教育・訓練を、計画的か
つ継続的に実施します。
関係法令や規制を遵守することはもとより、EHSの
継続的改善に努めます。
EHS監査を実施し、ＥＨＳの維持向上に努めます。
緊急事態発生時の被害を極小化するため、体制の
強化と対応の円滑化を図ります。 
本宣言は、社内外に公開します。

高砂香料グループは、技術立脚の精神に則り、社会に
貢献するグローバル企業として、 人々の健康と安全を守
り、地球環境保全に貢献する企業を目指します。

1

2

3

4

5

6

7

8

国　

内

登録範囲

高砂香料工業株式会社

EHS 室

平塚工場

磐田工場

鹿島工場

秦野工場

磐田工場

掛川工場

Factory

Flavor Factory

Flavor Factory
Fragrance Factory

Pudong Factory

海　

外

高砂スパイス株式会社

高砂珈琲株式会社

株式会社高砂ケミカル

高砂フードプロダクツ株式会社

Takasago Europe Perfumery Laboratory S.A.R.L

Takasago International Corp. (U.S.A.)

Takasago  International (Singapore) Pte., Ltd.

Takasago De Mexico S.A. De C.V.

Takasago Europe G.m.b.H.

Shanghai Takasago-Union Fragrances & Flavors Co., Ltd.

Takasago International Chemicals (Europe) S.A.

Takasago International (Guangzhou) Co., Ltd.
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温暖化対策の推進
　高砂香料グループでは、温室効果ガスを削減し、地
球温暖化の防止に貢献すべく、事業活動に伴うCO2排出
量の削減を推進しています。再生可能エネルギーによる
電力購入を積極的に推進した結果、枯渇エネルギー由来
の電力量が大幅に削減され、CO2排出量削減につながり
ました。

ハイブリッド車
　国内グループの社用車（営業車）において、ハイブリッ
ド車の導入を積極的に進めています。2012年度、ハイ
ブリッド車比率は51%となりました。

環境低負荷型フォークリフト
　国内グル－プの全生産拠点において、環境負荷の低
いバッテリー式フォークリフトへの代替を進めています。
2012年度、バッテリー式フォークリフト比率は76% とな
りました。

化学物質の管理・排出削減
　高砂香料グループでは、化学物質の適正管理および
法規制への対応を強化し、使用量の削減を推進してい
ます。また、事業活動で使用している化学物質の情報を
「T-ReCS」に集計し、管理することで削減に役立ててい
ます。

国内での取り組み
　高砂香料グループでは、MSDS（化学物質等安全デー
タシート）を用いて対象となる化学物質の情報を事前に
提供するとともに、PRTR法※の対象となる化学物質は、
法令に則って実態を把握し、報告を行っています。
　高砂香料の国内グループが2012年度に取り扱った 
PRTR 対象化学物質は43品目で、大気排出量は19.4ト
ン、公共水域への排出量は3.5トンでした。これからも
排水処理システムの処理能力の向上、脱臭装置の設置な
どを進め、環境への排出量抑制に取り組んでいきます。
※PRTR法…Pollutant Release and Transfer Register の略。
特定化学物質の環境への排出量の把握等および管理の改善の促進に関
する法律

海外での取り組み
　製品に含まれる化学物質の安全性や管理において、
ヨーロッパをはじめ規制化が進んでいます。高砂香料グ
ループでは、REACH規制※への対応として取扱製品に
ついて予備登録を2008年までに完了しています。現在、
一部の製品については本登録まで完了しており、残りの
製品群についても各期限までに遅滞なく登録完了するよ
う、登録物質の選定と作業に取り組んでいます。
※REACH規制…Registration, Evaluation, Authorization and 
Restriction of Chemicals の略。
化学物質の登録、評価、認可および制限に関する規則

グリーン調達・グリーン購入※

　高砂香料グループでは「コーポレート購買ポリシー」
および「コーポレート購買ガイドライン」を制定し、でき
るだけ環境負荷が小さい製品やサービスを提供する事業
者より優先して調達・購入を行うグリーン調達・グリーン
購入に取り組んでいます。
※ グリーン購入とは、環境負荷ができるだけ小さい製品やサービスを、環
境負荷の低減に努める事業者から優先して購入すること。また、グリーン
調達は、製品を製造するために必要な原材料や部品、設備などを調達す
る時、環境負荷の少ないものから優先的に選んでいくこと

グリーン調達
　「コーポレート購買ポリシー」に基づき、環境活動に積
極的かつ協力的なサプライヤーから製品やサービスを調
達するグリーン調達を推進しています。また、Supplier 
questionnaireに関連するチェックシートを配布してサプ
ライヤーの自主点検を呼びかけるとともに、必要な場合
は監査を実施しています。

グリーン購入
　国内グループの2012年度のグリーン購入率（金額
比）の平均は、72.6% に達しています。2011年度は、
69.5％でグリーン購入率は増加しました。

産業廃棄物の再資源化
　廃棄物に関する考え方や規制は、国や地域により大き
く異なります。高砂香料グループでは、グループ全体で
年間発生量の0.6%が最終的に埋立処理されていますが、
今後は環境データの一元管理などを活用し、2020年度
までに再資源化100％を目指します。
　環境データの「見える化」により、産業廃棄物におけ
る再資源化をこれまでの事業所単位からグローバルグ
ループ全体の取り組みへと拡大し、製造工程などで発生
する産業廃棄物のさらなる削減を推進しています。

■ 消費電力量とCO2排出量の推移

■ 環境低負荷型車両導入の推移

■ 産業廃棄物の発生量

南海果工環境施設部は環境負荷軽減のため、
脱水汚泥の減量に取り組んでいます。２０１１
年１１月より、微生物製剤の投入を開始しまし
た。当初微生物による脱水汚泥の減量には懐
疑的でしたが、実際に行ってみると脱水汚泥
の発生量が半分の１５０トン／年で運用可能と
なりました。また、同時に廃水処理場での臭
気低減につながり、減量した脱水汚泥処理費
と微生物製剤費を相殺し若干差益が出ていま
す。今後も環境へ配慮した施設の運用管理を
目指します。

環境に配慮した施設の充実を推進
Voice

南海果工（株）
環境施設部

篠原 義信

オフィス
（社用車） ガソリン・

ディーゼル等

車両の種類

工場
（フォークリフト）

2010 2011 2012年度（台）

ハイブリッド

ガソリン・
ディーゼル等
LPG・天然ガス等

電気
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　2013年 4月に発生した平塚工場での事故は、使用していた台車と作
業員の間で静電気による火花放電が発生し原料に引火したもので、その
再発防止対策として次のようなことを実施しました。

①導電性台車をはじめ使用する用具の導電性または帯電防止の徹底、②
床の導電性の確保（金属床への変更、導電性塗料の塗布、導電性テープ
の施工）、③局所排気設備の見直し、④作業手順の見直し、⑤静電気、
危険物、関係法令の再教育、⑥火災リスクアセスメントの見直し、⑦作
業エリア内のレイアウト、⑧動線の見直し、⑨ハザードマップの見直し、
⑩職場毎の初期消火シミュレーションの実施。

　このように平塚工場は、今回の事故を教訓として、皆様のご信頼を取
り戻すべく、安全・安心に向けた対策のさらなる強化を図ってまいります。

安全・安心に向けた対策の
さらなる強化に着手

安全衛生・健康対策の
徹底と推進

不測の事態を想定し、災害対策や
BCP（事業継続計画）を強化

高砂香料グループは、日本国内だけではなく、
グローバルにEHS活動を推進しています。
国内の製造拠点、そして海外拠点での労働安全や
環境負荷低減への取り組みなどの最新活動を報告します。

　職場の安全衛生パトロールと5S・カイゼンパトロールを毎月行い、7月
には外部による製造環境一般衛生教育を実施しました。排煙装置等を設
置して健康被害の防止に努めるとともに、産業医や看護師による健康相
談や現場巡視による作業環境の確認など、安全衛生や健康対策を推進し
ています。

　化学工場として、事故防止や災害時の火災対応に関する訓練は欠かせ
ません。
　地震発生を想定した総合的な防災訓練を年1回行うほか、爆発事故の
防止のための訓練も実施し、事故の予防に努めています。
　災害対策や事故の予防については、工場として危機管理対策委員会を
組織し、リスクの洗い出し・リスク軽減の活動を継続して実施しています。
また、コンティンジェンシープランを策定し、緊急時に取るべき手順や連
絡体制を確立。災害対策やBCP（事業継続計画）を継続・強化しています。
　その他、たとえばLNGサテライト設備、ボイラー設備においても地震
を感知することで瞬時に連動して停止させる安全装置を備えています。タ
ンクの一部についても、地震を感知することで瞬間的に供給ラインを停止
する緊急遮断弁を備えるなど、万が一の事態にも事故を発生させない仕
組みづくりを工場全体で取り組んでいます。

平塚工場（神奈川県）

鹿島工場（茨城県）

磐田工場（静岡県）

製造拠点・事業所での
活動報告

　近年、高砂スパイスでは従業員の衛生管理や労働安全への取り組みの
強化を図っております。工場で働く従業員の衛生チェックや無事故・無災
害記録表の掲示、危険個所のリスク評価等を実施して、「労働災害・ゼロ」
「衛生管理の向上」の取り組みを推進しています。
　また、環境改善活動、衛生講習会等の活動を通じて従業員の知識を深
めて意識の向上を目指し、労働安全、食品安全の推進のために5Ｓ（整理・
整頓・清掃・清潔・躾）の改善活動を強化しています。

安心して働ける労働環境の実現と
5Ｓ・カイゼン活動の推進

管理職・安全衛生委員による
職場の安全パトロールを徹底

労働環境を見直し、健康で安全に
働ける職場づくりの徹底

　高砂フードプロダクツでは、安全衛生委員により月1回自職場以外の
職場の安全衛生パトロールを実施するほか、各職場の管理職および安全
衛生委員により週１回自職場の安全衛生パトロールも行っています。
　さらに、それらをもとにリスクアセスメントを推進し、リスクおよびそ
の対策を水平展開することにより、安全衛生環境の継続的な整備を心が
けています。
　また、メンタルヘルスケアセミナーに積極的に参加し、メンタルヘルス
に関する理解を深め、時には面談を行うなどして、従業員の心の健康維
持にも努めています。
　そのほか、年2回自主防災訓練の実施、防災講習会への参加など不測
の事態に備えるための活動を行っています。

　高砂珈琲では工場内の分煙化をはじめ、職場内の環境測定を年3回、
外部業者による環境測定を年1回実施し、工場内外の環境に注視しています。
　安全への取り組みとして、KYTなどの安全教育の実施や、各種媒体によ
る職場パトロールを適宜実施しており労働災害の発生防止に努めています。

高砂スパイス（神奈川県）

高砂フード
プロダクツ（静岡県）

高砂珈琲（静岡県）
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緊急時支援計画に取り組む
高砂ブラジル

職場の安全・衛生向上のため、
さまざまな策を実施する高砂U.S.A.

多様な方法で
安全性向上を目指すTICSA

Takasago Brazil stimulates and encourages 
emergency assistance.

TICSA has paied attention to the safety in some ways.

高砂香料グループの「社会・環境報告書2012」
に関するアンケート結果について
高砂香料では、2012年12月から2013年1月までCSRモニターアンケートを実施し、
回答数は379件、うち男性258名、女性121名となりました。
1回答につき、100円を高砂香料グループよりユニセフに寄付をいたしました。

● 特徴的な意見（抜粋）
・貴社が何を行っている会社かを、分かりやすく簡潔に、しかも十分に伝えられている点が大変興味深く
感じた点です。やはり、自社が何を世界に広めたいか、伝えたい魅力が何か最初に言えないようではいけ
ないのだと思いました。素晴らしいと思います。 (男性、20 代、お客様)

・いろいろな香りに関わっているということ、単純に香りづけだけでなく持続性や安全性も考えているこ
と 。(女性、40 代、お客様 )

● 特徴的な意見（抜粋）
・普段使用している製品のあちこちでここに書かれているような香料に触れてきたんだと思いますが、ここ
まで技術向上や安全配慮の裏打ちがあるとは知りませんでした。生物多様性や希少生物保全は昨今の関
心事だと思いますので、ぜひこのまま継続していただきたいです。(男性、30 代、お客様) 

・何が持続可能な社会に繋がるかあまり理解できなかった。香りをもっと身近なものから自分で濃縮する
機会を通じて、材料や原料の貴重さ、そこで働く人の側面などもっと出てこないのかと感じた。 (男性、
60 代、定年退職者)

「香りで暮らしをより楽しく、より豊かに」について

特集「持続可能な社会の実現貢献」について

高砂香料グループの活動・取り組みについて

報告書について

● 記事内容について
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● 取り組み内容について

●CSRマネジメントについて ● 環境報告について

● 社会性報告について

● わかりやすさ
● デザイン（レイアウト、文字の大きさ、
　 イラスト、写真について） ● 情報量

● 製造拠点・事業所での
　 活動報告について
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　PEA（緊急時支援計画）の目的は、社内で発生する恐れのある事故や事件の予
防策を講じることです。本書は、緊急対応グループの人員の訓練と、緊急時に必
要となる行動指針を定めています。
　緊急対応グループの人員は、理論的および実践的な研修を受けます。彼らは社
内で発生する可能性のある緊急事態を防止する、あるいはこれに対処するための
方法や、どのような場合にどのような行動を取るべきかを、緊急時支援計画で学
びます。緊急時に対応するため、このグループは21人の消防士の訓練を受けた社
員で構成されています。
PEA - Plan of Emergency Assistance aims to establish preventive measures for possible 
accidents and incidents that may occur in the enterprise. This document guides the actions 
needed for actuation in case of urgent or emergency through the training of their employees 
involved who are part of the Emergency Brigade.
  The team of brigadiers passed by theoretical and practical trainings that include techniques 
for preventing and !ghting in possible emergency situations in the company as scenarios 
and responsibilities of the actions described in the plan for emergencies.
The team is composed of 21 !re !ghters prepared to answer the emergency.

　TICSAでは事故を防止するため、至る所に注意書きが貼られています。また敷地
内の道路には、車がスピードを出しすぎないよう、ハンプなどを設置しています。
　原料が到着した際には、サンプルを抽出して品質をチェックしていますが、大量
の原料は、大型コンテナやトレーラーで運ばれることも多く、サンプルの抽出には
危険が伴う場合がありました。現在では移動式のはしごを新たに導入したことによ
り、サンプル抽出の作業がしやすくなっています。
　またこれと並行して安全な作業を実現するために、すべての人員を定期的な研修
コースに参加させています。彼らはこの研修で最新の規則やほかの企業で発生し
た事故の事例などを学んでいます。
A lot of Remarks displayed everywhere to avoid any incidents in TICSA with also calling at-
tention of drivers for speed excess by putting the prevention belt on the road.
In addition, when the raw materials arrived, the qualities have to be checked with sampling.
  Some of raw materials are arriving with large container or trailer because of volumes.
There was a risk for sampling from such container or tank.
  A portable stairs cart introduced and made us easier for sampling. In parallel, in order to 
realize safer operations, regular training courses for all members have been held to catch up 
relevant regulations and to have case studies for incidents happened in other companies.

アメリカ
Takasago International 
Corp. (U.S.A.)

Takasago USA implements a variety of measures to 
maintain safety in the workplace and improve hygiene.

　従業員の安全と健康を守るための高砂の取り組みは、2005年から政府の複
数の機関から注目を集めています。これは当社従業員に発生するケガの割合が、
ニュージャージー労働局の平均よりも低いためです。
　当社の安全と健康に関する目標は、アメリカにあるすべての高砂のサイトで「ケ
ガのない企業環境」を実現することです。この目標のために当社は、OHSAS（労
働安全衛生マネジメントシステム）18001を取り入れた国際的な規格、「職場の健
康と安全の評価シリーズ」を作成し、実施しています。
　前述したように、職場の安全・衛生を向上させるためには、従業員の適切な研
修から始めることが重要です。この１年で高砂U.S.A. は、すべての施設にテレビ
を設置し、従業員に安全・衛生・環境の情報をタイムリーに提供してきました。ま
た従業員がオンラインでも安全・衛生・環境のコースを受講できるようにするなど、
研修プロセスを拡大しています。
Takasago’s commitment to employee safety and health has received recognition from 
governmental authorities since 2005. These accolades (see photo left) relate speci!cally to 
employee injuries being less than the standards established by the New Jersey Department 
of Labor. Our Safety and Health goals focus on the achievement of a “Zero-Injury Culture” at 
all Takasago Americas locations. To this end, we have begun efforts to develop, implement 
and integrate the international “Occupational Health and Safety Assessment Series” stan-
dard “OHSAS 18001” into our operations.
  As stated above, workplace safety and health improvements begin with proper employee 
training. This past year Takasago U.S.A. invested in the placement of TVs at all of its facilities, 
enhancing the dissemination of Safety, Health and Environmental information to employees 
in a timely manner. In addition, we’ve expanded our employee training processes going for-
ward to include online safety, health and environmental courses.

http://www.takasago.com/ja/aboutus/sustainability/ehs/pdf/takasago2012.pdfweb


